
1 本稿は、2009 年 9 月に日本宗教学会（於京都大学）での発表「遠藤周作の思想「母なるもの」再

考」に基づいている。

2 1980 年代、カトリックにおいて、福音宣教、要理教育の用語として頻繁に使用されている。

3ヨハネによる福音書 12 章 24 節
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1遠藤周作とキリスト教の実生化
み し よ う か

長谷川（間瀬）恵美

はじめに

キリスト教が異文化に移植される形態（土着化）は、通常「文化適応 「文化内受」、

肉 「異文化内開花」等と邦訳されるか、もしくはカタカナでそのまま「インカルチュ」、

レーション」と表記される 。私はそれに対して「実生化」という言葉を提唱している。
2

3「実生化」の玄義は聖書に因る。幾世紀も前にエルサレムの大地に落ちた「一粒の麦」

が実を結び、弟子たちの福音伝道とともに世界に蒔かれ、日本の大地においても根を張り、

出芽し、成長し、花開する 「実生化」は、キリスト教の信仰に基づいたメタフォリカル。

な表現である。

遠藤周作 の文学活動における宗教的主題は、いかにしてキリスト教が日本の(1923-1996)

宗教風土のもとで開花することができるかという問いであった。遠藤は文学作品において

終始、日本の文化・思想に生きる日本人の心に共感しうるキリスト教を表現することに努

めた。ゆえに、私は遠藤周作の文学を「キリスト教の実生化」をテーマとした文学活動で

あったと考えている。そこで遠藤文学におけるキリスト教の実生化を理解する方法の一つ

として、遠藤の文学活動の展開過程を三段階（ステージ）に分けて考察する。

1947-1966 : 1947 (1966)第一段階（相 剋 ［ ］ 「神々と神と （ ）～『沈黙』） 」

第二段階（相互理解 ［ ： 沈黙 （ ）～『侍 （ ）） ］『 』 』1966-1980 1966 1980

第三段階（統 合 ［ ： 『侍』 ～『深い河 （ ）） ］ 』1980-1993 (1980) 1993

それぞれの段階（ステージ）に発表された文学作品には、遠藤周作の思想・宗教・哲学

が反映されている。遠藤の宗教思想に影響を与えた主な要素に内的要素 時代背景・原体(

験に即した人間形成 と外的要素（キリスト教教義に呼応した文学形成）が挙げられる。)

内的要素としては、幼児期の異国生活 、両親の離婚 、無自覚なままのキリ(1926-33) (1933)

スト教受洗 が挙げられる。また、青年期に参戦せずに敗戦を迎えたこと 、敗(1935) (1945)
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Mase-Hasegawa, Emi ,4 Christ in Japanese Culture-Theological Themes in Shusaku Endo’s Literary Works

Brill, 2008.

5 長谷川（間瀬）恵美 「母なるものを求めて―遠藤周作文学と古神道 『三田文学』2006 年冬季」

号No.84、186-197 頁。
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戦国民としての留学、留学先での病気による帰国、挫折 、その後の人生における(1950-53)

病との闘いが挙げられる。外的要素としては、国家神道との摩擦敗戦、第二バチカン公会

議（ ）の開催、井上洋治神父との友情 、そしてヒックの「宗教多元1961-1965 (1950-1996)

主義」との出会い が挙げられる。これらは、遠藤の文学作品の背後に存在する、(1991)

「神学的挑戦」を理解するために重要な要因である 。
4

1. 母なるものを求めて

以前 『三田文学』において遠藤文学のキーワードを「母なるもの」としてとりあげ、、

古神道（ ）のアニミズム的感性が遠藤の「母なるもの」の思想の底流に潜むBasic Shinto

と論じた 。古神道は、 または と訳されているため、原始的あ
5

Primitive Shinto Old Shinto

るいは未開な宗教と解釈される。しかし、私はあくまでも、現代に解釈された神道の基底

という意味で 「古神道－ 」と呼ぶ。それは古代から現代に息づく日本の民族宗、 Koshinto

教であり、伝統信仰を支える思想、いわば見えざる国教である。それは外部からの刺激を

受け、それなりに変化を遂げながらも生き延び、人間の感性に訴える力を持ち続けている。

山川草木、生きとし生けるもの全てに魂（アニマ）が存し 「八百万の神々」が宿るとい、

う思想が神道の基礎であり、今も日本文化の底流をなしていると考えられる。古神道の核

とするものは、産霊（むすび）の精神史であり、日本の文化的・宗教的背景の底知れぬ母

体への畏敬、豊穣力に対する尊重、巫女的霊性を重視する宗教性が古神道の伝統の中核に

ある。そこで私は日本文化の底流に「古神道」という概念を仮説として想定することによ

って、遠藤周作の思想である「母なるもの」を積極的に解釈した。つまり特殊性から出発

して個人的な感性に訴えかける普遍的な思想を肯定的に解釈したのである。

この場合に二つ考慮されるべき問題がある。一つは読者主体によるテキストとの関わり

方の問題（方法論）である。テキストとされる文学は決して読者に捕縛されないし、意味

の固定化も許されない。つまり、文学には読者の多義的な解釈が許されているはずである。

しかし文学を研究する者にとって、研究の「主体」をどこに置くかという＜主観と客観の

構図＞は、常に問題視されなくてはいけない領域でもある。あくまでこれは方法論的な危

惧であるが、主体を読者（研究者自身）に置くのか、語り手として作品中に登場する「作

者」に置くのか、執筆している作者自身の思想に置くのか （自伝的なテキストにおいて、

登場人物と作者が重なっている場合）注意する必要がある。もう一つは、解釈の基準の問
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6 引用文のアンダーラインは筆者の加筆である。尚、引用は『遠藤周作文学全集 １２巻 （新潮』

社）からの抜粋である。

7 遠藤が 18 歳の時に『上智』第一号（1941 年 12 月）に発表した論文「形而上学的神と宗教的神」

は没後発見されている。その中で、遠藤は、信仰としての神、内から啓示を開く神は実感として

訴えるものとして求められなければならないという 『遠藤周作文学全集 14 巻』所収。。
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題である。先に、文学には多義的な解釈が許されると述べた。しかし、文学によっては明

確な倫理的・神学的基準の妥当性が問われる。キリスト教の倫理・道徳を基礎に持たない

精神風土においてキリスト教文学がどれだけ理解されうるのか、これは日本の精神風土と

キリスト教文学の可能性を問う上で常に問題として指摘されねばならない。

さて、本稿において遠藤周作の思想の特徴の一つである「母なるもの」を再考するにあ

たり、遠藤文学の第一段階（相剋 ［ ］を主に考察する。遠藤は、第一段階で発） 1947-1966

表した数々の短編小説、評論、エッセイ等、において 「日本的汎神性」という独自の解、

釈を試みており、私は遠藤の使用する語 「汎神性（パンテイスム 」を考察することに、 ）

おいて、その後に展開される「母なるもの」という思想に積極的な評価を見出すことがで

きるのではないかと考えている。

2. 汎神性
パ ン セ イ ズ ム

遠藤文学の第一段階は、与えられた宗教（キリスト教）を受容しようとする遠藤自身の

アイデンティティーの葛藤が描かれており、またそれは西洋対日本、 とgiver vs. receiver

いう二元論的な「相克の構図」として示すことができる。 年上智大学の「四季」第1947

五号に提出した「神々と神と」にはじまる諸作品において、遠藤は西洋のキリスト教的感

覚は日本人にはどうしても理解することができないと主張し、日本と西洋の間の深い溝を

指摘した。日本人には西洋の「神」概念が理解できない、という問題は、日本人でありキ

リスト教徒であろうとする遠藤にとって、絶対に避けては通れない実存的問いであった。

遠藤は 「われわれ（日本人）は 神々の子」であり、また「僕たちの血統は、神々の血、

統であり汎神論的」であると述べている 「神々と神と （ ）に始まる第一段階の作
6
。 」 1947

品において、遠藤は日本人の感性に訴える「神」の解釈の必要性を提示している 。
7

1947 「神々と神と」

「カトリシスムを知れば知るほど僕たちは神々の子としての血液がざわめき叫ぶのを聴か

(17)ねばならぬのです 」。

敗戦後、西洋と日本の相克の構図を克服するための希望を抱いていて、遠藤はフランス



8 遠藤は、フランス留学中にモーリヤック、ベルナノスの小説を学んでいる。しかし、そこで主に

学んだことは、カトリック作家としての苦悩、信仰と肉の葛藤、エゴイズムと宗教意識の戦いで

ある 「フランソワ・モーリヤック （1950）95 頁。。 」

9「私の愛した小説 『遠藤周作文学全集 14 巻』所収：遠藤は当時の体験をこのように語っている。」

「家郷を離れ、…新しい環境のなかで、おどおどとし、自尊心を傷つけられ、劣等感に苦しんで

いた （18）。」
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に渡る（ ） 。しかし、そこで彼が直面したものは、同輩として迎え入れられるキ1950-53
8

リスト教信仰・信徒ではなかった。遠藤は、敗戦国民として、また人種差別に苦しみ、西

洋のキリスト教と自分自身の信仰の距離感が深まるにつれ、精神的に孤独、みじめで辛い

留学生活を送った 。留学中の作品で遠藤は以下のように記している。
9

1950 「誕生日の夜の回想」

「考えてもみるがいい。何百年来、培われ鍛えられてきた欧州文学の血液、一神的地盤基

督教の伝統をば、汎神的素地のなかに発育成長した日本の文学的現実の中に何の距離感も

なく何の摩擦もなく、一朝一夕にして移植できるものかを。 僕らは外国文学から何を摂…

るにせよ、常に僕等が殆ど宿命にも似て背負っている汎神的な血液を常に意識しておかね

ばならぬ （ ）。」 105

心身共にストレスをつのらせ、吐血した遠藤はジョルダン病院に入院し、帰国を余儀な

くされる。

帰国途上の船の甲板で、遠藤は、黄色人の混沌とした色、濁った色を自覚し、境界なき

色の世界に還ることで、黄色人種としての日本人という自己を意識する。そして、白人の

世界と決別することによって、黄色い世界と白い世界を混同せずに「対立させる」ことか

ら遠藤の文学活動が始まった（ アデンまで」 ： 頁 。第一段階において、遠藤が「 ）1955 208

積極的に「汎神性」をテーマとして取り扱っていることは見逃すことができない。

1954 「カトリック作家の問題」

「人間は自然や宇宙といったものにそのまま還ることが出来る。受け身そのままそれら大

いなるもの、永遠なるものにとけこめるわけです （堀辰夫の文学解釈 （ ）」 ） 23

「此の一切の価値基準の放棄と、就中此の受身の姿勢こそ、まさしく汎神主義が発生する
なかんずく パ ン テ イ ス ム

絶好の温床でありましょう。何故なら、汎神主義こそ存在感のあらゆる相互の限界と秩序

と価値を捨て去ったところに始まるのですから。例えば、人間が自然に本質的に同一であ

るのが汎神主義の一特性であります。尚それは、人間が自然に対し、個が全に対し、受身
、、

であるところから始まりますから （ ）。」 35



T.R.Wright , Blackwell,1988:p.146.10 Theology and Literature
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1955 「基督教と日本文学」
き り す と

「和辻博士はその名著『風土』の中で西欧の感性を砂漠的となづけ、ぼくらのそれを湿雨
モンスーン

的となづけられたが、つまりすべてのものの境界をあいまいにぼやかせてしまう湿雨のよ

うに、僕等の感性は本質的に明確なもの、非情なもの、実体をむきだしにすることをきら

うのであり、この感性の上にぼくらの芸術や美学が今日までうちたてられたのだ。のみな

らずこの日本的感性は福田恆存の考えによれば芸術や美学だけではなく、われわれの道徳

や生活をも全く支配してきたのである。一言でいえば、人間と神や自然の対立と区別とを

拒む汎神的感性なのである。そしてぼくらの美意識にもこの汎神的意識が執拗に残ってい
は ん し ん

るのだ （ ）。」 207

1963 年 「日本的感性の底にあるもの」

「 西欧の美的感性の （１）境界の区分意識 （２）対立性 （３）能動的という三つの… 、 、 、

特徴が、日本人としての私たちの感性に非常に不足していることを指摘したかった 。そ…

の代りに日本的感性は汎神的風土を母胎としてうみだされたものであるために （１）個、
は ん し ん

と全体との区分や境界を感じない （２）したがって対立を要求しない （３）受身的であ、 、

る、この三つに還元されると思われるのだ （ ）。」 302

1963 年 「私とキリスト教」

「基督教と相容れない日本人の感覚とは 大別すると神にたいする無感覚、罪にたいす…

る無感覚、死にたいする無感覚と申し上げることができましょう 神に対する無関心さ…

はもっとも東洋的な宇宙観や東洋的な汎神論から来ているようであり、日本人には長い間、
は ん し ん

ぬきがたいほど培われてきたものだと私には思われました （ ）。」 306

小説家には小説家なりの言語が使用されていることを認知した上で 「汎神論」を神学、

的用語として説明する。汎神論（ ）は 「万有神論」ともいわれ、宇宙全体がそPantheism 、

のまま神であるという思想である。そこから 「天地万物の創造主である神」と「被造物、

である世界」との区別が見失われ、唯一神論のキリスト教世界では、汎神論は否定されて

きた。近代ロマン主義において、シュライエルマッハー が宗教の本質は宇宙に(1768-1834)

対する絶対的依存感情だという宗教観を提示し、理性よりも感情や想像力が優位におかれ

た。また、隠喩的神学において自然世界は秘跡として、また神の象徴的な啓示として扱わ

れた 。イギリスの詩人ワーズワース にとって「自然は、神の有機的一部であ
10

(1770-1850)



T.R.Wright, p.147. Nature, in other words, is an organic part of God, a physical expression of11 私訳:

his‘personality’.

12「誕生日の夜の回想」1950:106-107 頁 「基督教と日本文学」1955:207 頁 「日本的感性の底に、 、
き り す と

あるもの」1963:302 頁 （ 遠藤周作文学全集 12 巻』所収）。『

13「誕生日の夜の回想」1950:107 頁 「私とキリスト教」1963:307 頁。、

14「誕生日の夜の回想」1950:106 頁。

15『沈黙』というタイトルは出版社側の意向であり、遠藤は当初『日向の匂い』として執筆し

ていた （山根道公『遠藤周作 その人生と『沈黙』の真実 （朝文社出版）2005.参照 ）。 』 。

16『沈黙』1966： 「日本人は人間とは全く隔離した神を考える能力をもっていない。日本人は人

間を超えた存在を考える力ももっていない。…日本人は人間を美化したり拡張したものを神と

よぶ。人間と同じ存在をもつものを神とよぶ。だがそれは教会の神ではない。…だから、布教

の意味はなくなっていった。たずさえてきた苗はこの日本とよぶ沼地でいつの間にか根も腐っ

ていった。… （193）」
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り、人格としての神の物的表現である」 。
11

こうした西洋神学・文学議論から捉えられる「汎神論」と、遠藤が語る「汎神性（パン

テイスム 」を同質として捉えることは不可能である。キリスト者遠藤が語る「日本的汎）

神性」とは、汎神性を母体とした日本的感性のことであり、一般的な神学用語とは異なる。

遠藤は和辻哲郎の『風土』を評価しつつ、汎神性の性格を挙げている 。それを要約する
12

と、三点にまとめられる。

（１）受動的：一切の能動的姿勢を失っている。

（２）個即全：自然、宇宙、神々に吸収されることが唯一の欲望、あこがれである。

（３）非対立：神対人間、肉対霊といった対立精神の欠如、拒否の精神である。これ

は湿潤の美学である。

遠藤は 年、フランス留学中すでに、自身が表現する「日本的汎神性」を 「吸収へ1950 、
パ ン テ イ ス ム

のあこがれ 「甘ったれ精神 「東洋的諦念」と批判的に分析している 。それでも、」、 」、
13

「いかなる西欧の思潮といえども僕等の文学に移入される時には、まず形而下的には日本

の社会的地盤によって屈折され、更に形而上的には日本の汎神的地盤によって溶解されて

しまう」 ことは免れ得ないと断言しているのである。
14

こうした第一段階のキリスト教の実生化における準備段階を経て、遠藤は 年に1966

『沈黙（日向の匂い 』を発表する 。センセーショナルな作品として評価された『沈黙）
15

（日向の匂い 』において 「日本的汎神性」は、溶解力を持つ魔力として「毒草 「蜘蛛） 、 」

の巣 「泥沼」といったメタファーで表現され 「日本泥沼論」として提示される 『沈」 、 。
16

黙（日向の匂い （ ）に登場する四人の主人公（キチジロー、フェレイラ、ロドリゴ、）』 1966



17 新堀邦司 『神を讃う （新教出版社）1999、参照。』

18 自然描写の中に象徴的な意味を思い浮かべるという象徴主義の文学活動はTSエリオット(1888-

1965)等によって英国で開花した。遠藤は、フランス留学中にこうした文学技法を学んでいる。

しかし、西欧文学の自然描写そのままの形ではなく、日本人の自然観に実感される形に自身の

文学に取り込んだと言える 「カトリック作家の問題」1954。

19 平成１２年５月に開館した、長崎市外海町立・遠藤周作文学館に立つ「沈黙の碑」には、遠藤

の墓碑に書かれた言葉が刻まれている。その言葉は何よりもわたしの解釈を立証するものであ

る ： 沈黙の碑 ：人間がこんなに哀しいのに主よ、海があまりに碧いのです。遠藤周作。。「 」

20 遠藤の表記に従った。研究者の間では、1644 年から 1873 年までの日本キリスト教信徒を、潜伏

切支丹、かくれキリシタン、隠れキリシタンと表記している。また、現在もその信仰形態を受

け継いでいる子孫を宮崎賢太郎氏の見解に従い、カクレキリシタンとカタカナで表記する。
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井上筑後守）はみな日本的汎神性に取り込まれた棄教者、いわば西洋キリスト教の視点か

らは、弱者、裏切り者、背教者である。彼等は、遠藤自身の体験から表出された主人公で

あると考えられる。作品の中で、遠藤はこのような弱者すべてをも包み愛してやまない神

の語りを、自然描写において描いた。そして終に「日本的汎神性」という、日本の精神的

土壌において育まれた精神構造、それ自体をも抱擁する「母なるもの」として、積極的な

神のイメージを提起したのである。

「母なるもの」は、被造物に神の御業、神の息吹、神の存在を感じるという遠藤自身の現

体験であった。それは日本人キリスト者の美意識において、雪を美しいと感じることが同

時に 「聖い 「清い」と感じることでもあり、その感情は罪の浄化につながっているこ、 」

とに通じる 。遠藤は 『沈黙（日向の匂い 』において 「不気味な暗い海」に神の沈黙17 、 ） 、

を感じ 「梅雨の雨」に神の恵みを感じ 「月の光」にイエスの愛を感じる 「光」は万人、 、 。

に注がれ 「白い光」というメタファーにおいて神の恩寵が働いていることが表現される、

。したがって遠藤の使用する「汎神性」とは 「汎在神論（ 」であり、また
18

、 ）panentheism
パ ン テ イ ス ム

聖霊論 的であるとも解釈されうる 。(pneumatology) 19

3. 母性と神聖

遠藤が「母なるもの」として表現した神の概念は、日本的汎神性を背景とした思想であ

ると同時に、遠藤個人が培った母の理想像であり、そして厳しい政治的弾圧のもとに棄教

を強いられた「かくれ切支丹」 に見られる日本の特殊な文化的背景をも考慮にいれた思
20

想であると考える。次にその論証を試みる。

3 － 1 遠藤の母、郁子（1895-1953）

」 、「母と私 （ ）は、亡くなった自分の母について記したエッセイである。そこには1967



21『母なるもの』1969（ 遠藤周作文学全集 8 巻』所収 ： それ（母のイメージ）がどうして生ま『 ）「

れたのか、今ではわかっている。そのイメージは、母が昔、持っていた「悲しみの聖母」像の
マ ー テ ル ド ロ ロ サ

顔を重ね合わせているのだ （51）。」

22『帰郷』1964（ 遠藤周作文学全集 7 巻』所収 ：213 頁。また、キリシタン研究の短編は 『火『 ） 、

山 （1960 『雲仙 （1965 『哀歌 （1965 「沈黙―踏絵が育てた想像 （1967 、他を参照。』 ）、 』 ）、 』 ）、 」 ）

踏絵は、毎年一度、奉行所の命令により、宗門改めのため聖母マリアやキリストの像を踏む儀

礼。この儀礼によって、公にはキリスト教信徒でないということを表した。

62

アジア・キリスト教・多元性

母を「非常に篤学心の強い人 「非常に勉強家」であった、と息子の目からみた母が記さ」

れている。また 「私にとって母というのは、単に尊敬すべき人というのではなく、もっ、

とも人間らしい生き方をした人物 「私がこんな年齢になっても母を怖いとおもうのは、」、

私が母を良心の一つの基準にしているからだろう」と述べている。

遠藤の母、郁子は父親から棄てられた女であり、女手一つで子供を育て上げた母である。

また芸術家気質で、とことん物事を追求する厳しさをもっていた。また、常に子供に与え

られた才能を信じ、出来の悪い自分を変わらない愛をもって励まし、あるがままの姿を愛

した。その無条件的な母の愛を「裏切った」自分をも受け入れてくれた母の姿勢は、遠藤

の心に慈母のイメージを育んだ。それは、自らの弱さ（罪深さ）を謙虚に自覚する者に向

けられる、赦しの眼差しとして、遠藤の文学に織り込まれる。

郁子は、遠藤が渡仏する際 「祈りの中で 別離もまた愛」という言葉を送っている。、

それは、自分から旅立っていく息子への言葉のみならず、裏切られた夫にもあてたメッセ

ージであったと解釈されうる。そこには、愛とは徹頭徹尾、復讐ではなく「赦し」である

という、郁子の母親として、また女性としての愛、強い意思が刻まれていた。遠藤の初期

の文学において母は清らかなものかげ、至高なるもの、アガペー的な愛、救済者として理

想化されている 。
21

3 － 2 かくれ切支丹の母、マリア観音

遠藤は、 年代頃から長崎を訪れ、切支丹時代の研究を始めている。それは、長崎1950

で偶然目にした、黒ずんだ足指の痕が残っていた一枚の「踏絵」との出会いから始まって

いる 。日本におけるキリスト教の歴史はかくれ切支丹に代表される苦難の歴史であり、
22

彼等は西洋から輸入されたキリスト教が日本的キリスト教に和合（ の積極的邦syncretism

訳）されようが、そういうことには頓着しないでその信仰を守りぬいた。この歴史的事実、

また彼等の信仰を前に、遠藤はキリスト教が日本の地に実生化するために必要不可欠であ

ったもの（基本）が何であったか、日本人の精神構造、価値意識にどのような変化が起き

たのかを問うのである。カクレキリシタンは西洋の宣教学の視点からは、いわば裏切り者

の子孫である。彼等は日本の歴史における迫害時にキリスト教信徒であるがために様々な

精神的・肉体的苦痛に会い、それに耐えられず、表向きには改宗し隠れてその信仰を守り



23「父の宗教・母の宗教 （1967 『母なるもの （1969 ： 納戸神は）キリストを抱いた聖母の」 ）、 』 ）「（

絵―。いや、それは聖母を抱いた農夫の絵だった。. . .彼等もまた、この私と同じ思いだった

のかという感慨が胸にこみあげてきた。. . .長い歳月の間に日本のかくれたちのなかでいつか

身につかぬすべてのものを棄てさりもっとも日本の宗教の本質的なものである、母への思慕に

変わってしまったのだ （55）。」
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伝えた、かくれ切支丹の子孫である。彼等は異教徒が崇める子安観音や子育て観音、鬼子

母神を「母なるもの」として体験した。マリア観音はいわば日本的宗教多元性において重

層化された、仏菩薩と聖母マリアの和合の思想であると考えられる。

遠藤は 「かくれ切支丹」の裏切りの思想を、神学的洞察を持って文学に登場させる。、

遠藤は彼らの「裏切り」を自分自身の裏切りの経験と同質とみなす。遠藤自身の裏切りと

は、病気のため戦争に参加していないこと、戦中・戦後に自身がキリスト教信徒であるこ

とを隠したこと、また母の愛を裏切ったことなど、個人的な背反の記憶に基づいた負い目、

自己卑下の感覚である。この経験をかくれ切支丹の経験に重ね 「裏切り者」としての視、

点を確立した。裏切り者が必要としたのは裁く神ではなく、裏切った後も彼等を包み、痛

みを分かち合ってくれる母だという確信である。遠藤は、マリアの慈悲（恩寵）にすがる

しかないかくれ切支丹が、いつしかマリア観音に母の絶対的な愛、許し、抱擁の原理を求

めたと考えた 「裏切り者」を赦し、愛する「母なるもの」のイメージの正当性を、かく。

れ切支丹の信仰対象であったマリア観音に見出したのである 。
23

4. 遠藤文学の限界を超える思索――宗教言語としての「母なるもの」

遠藤周作が文学において提唱した「母なるもの」という思想は、日本社会・文化へ多大

なる影響を与えてきた。しかし、その評価は一様ではない。近年、遠藤周作の研究が進む

中、その文学に描かれる女性論の研究もみられる。遠藤が、弱者（女性を含む）の苦悩、

痛みに敏感に共感することができたフェミニストであったことはその文学が証する。しか

し、遠藤の文学における女性論を、現代の西洋におけるフェミニズム論争（女性解放・母

性神話解体）の枠内で議論されることに私は危惧を覚える。なぜならば、遠藤の思想は文

化的、時代的、また個人的な体験という文脈（コンテキスト）において構成されたもので

あるからであり、このことは先に述べたとおりである。従来の日本社会の枠組みにおいて

は、封建的男尊女卑観、良妻賢母主義、家父長制度がイデオロギーとして奨励されていた。

そこでは男と女の社会的役割をキリスト教的に追認してしまうことも避けられず、キリス

ト教的に聖化され意味づけられてしまうこともあった。確かに、キリスト教は近代家族観

（一夫一婦性 、純潔、母性幻想、といった啓蒙的役割を果たしたはきたが、それでも現）

代日本社会においてキリスト教を基盤とした倫理・道徳が一般の日本人の生活に深く浸透
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し、人間存在の意味・救済を追求している緊張した姿勢を見出すことはない。

』 、問題提起の一例として、第一ステージに執筆された『私が棄てた女 （ ）の主人公1964

森田ミツを取り上げる。主人公の「女 （森田ミツ）は他人の悲しみや苦しみに無関心で」

はいられない愚鈍で善良な女性であり、求めるものを慰め、癒し、救う。そして通俗的な

愛、つまり男の性の奴隷となることにおいての献身的な愛、自己犠牲によって「救済」の

役割を果たした。森田ミツの存在を形而下的発想（社会生活の次元）で視ると、そこには

遠藤の無意識に存在するステレオタイプ的な女性観が反映されていることが指摘できる。

ミツは、諦めることになれている、哀しそうな眼をした、ひっかかりやすい、ものにされ

やすい、田舎娘の事務員として描かれている。ミツの人生を概観すると、そこには弱者と

しての女性の痛み、苦しみ、抑圧の原因を文化的・社会的背景に追及する姿勢は見られず、

女性解放の思想を見出すことはできない。現状維持・肯定の思考様式が公認される。排除、

差別、侮辱によって忍従を強いられる存在を放置したり、女性の苦しみ、呻き、叫びが美

化されたり、性が男性の名誉のための道具とされることが肯定されるよう文学は批判され

ねばならない。

但し、著者の文学的主題を形而上的世界（信仰の次元）に求めるのであれば、主人公の

「女」に託された主題の意味を評価することができる 「愛」とは求め、苦しみ、拒絶さ。

れながらも身を低くして仕える（献身に徹する）という西洋中世的な愛の理想を「聖母」

を原像とする「女」に託すことが可能となり、森田ミツの存在が「聖女」として回復され

る。聖母マリア同様に、人間としての悲惨な運命を背負う（積極的に引き受ける）ミツの

存在は聖化されるのである。さりげなく文中に挿入される「薄っぺらな小さい十字架」は、

ミツが小さな財布から手渡した募金のお返しに手渡された象徴的な物である。ミツはそれ

をお守りとして大切に身につけるが、男はそれをすぐさま歩道橋の溝に捨ててしまう。捨

てられる十字架には、俗世界において棄てられた「イエス」と他人の苦しみを共にし、蔑

まれ、棄てられるミツの存在が重複（ダブルイメージ）する。このメタフォリカルな意味

を理解してこそ、文中の底辺に凪がれ続ける詩の形而上的世界を理解することができる。

/ / /「あの日に 棄てた あの女 今ごろ 何処で 生きてるか 今ごろ なにを しているか

知ったことではないけれど 時々 胸が 痛むのさ あの日に 捨てた あの女 。/ / 」

しかし現代日本社会において、遠藤の提示する形而上的世界の問題意識がいかに有効性

を持ちうるか、その主題を深く追求する姿勢を備えた読者、またキリスト教神学の基盤を

備えた読者が、はたしてどれだけ存在するのであろうか。キリストの愛を基礎とした「仕

え 「捧げる」という相互補完的構造、倫理・価値観を共有し認識するのは、ある一部限」

られた共同体においてでしかないのが今日も変わらぬ日本の大衆的社会状況である。



24「聖書の中の女性たち （1960 「私が棄てた女 （1964 「父の宗教、母の宗教 （1967 「母」 ）、 」 ）、 」 ）、

なるもの （1969 、他。」 ）

25 西田幾多郎『善の研究』岩波文庫 1999/1950： 豪も思慮分別を加えない、真に経験其儘の状態「

をいうのである。たとえば、色を見、音を聞く刹那、未だこれが外物の作用であるとか、我がこ

れを感じているとかいうような考えのないのみならず、この色、この音は何であるという判断す

ら加わらない前をいふのであるそれで、純粋経験は直接経験と同一である。自己の意識状態を直

下に経験したとき、未だ主もなく客もない、知識とその対象が全く合一している （13）。」
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もう一つ指摘すべき点は、遠藤が第一ステージにおいて主人公を聖女、悪女に区別して

その性格をきわだたせて語ることである 「女」は、西欧キリスト教伝統文化を踏襲する。

形でマリア的女性とイブ的女性といった女性の対比的な役割が典型化されて提示される。

それは、二元的対立的な規範（聖と俗、善と悪、光と闇、浄化と汚穢、無垢と堕落）を与

え、善女と悪女という二元論的対立構造において表現される 。
24

以上提示した、遠藤文学初期において表現される「女」という文化的・社会的枠組みに

おいて描かれる女性像、西洋キリスト教伝統文化に基づいた女性観といった弱点・限界が

克服されるのは 『沈黙（日向の匂い （ ）以後に展開される第二期の思想を待たね、 ）』 1966

ばならない。

以上の点を考慮した上で、第一ステージにおいて遠藤が執拗に語る「日本的汎神世界」

の意義を再び考えてみたい。遠藤の文学活動における宗教的主題を一貫して「キリスト教

の実生化」であると位置づけるならば、日本人キリスト教徒作家である遠藤にとって、

「神」の存在は決定的な真理であり、出発点であった。そこで問題となるのは、その

「神」が「日本的汎神世界」にいかに啓示されるかであった。つまり、神々の世界に住む

住人も、無意識に「聖なるもの」を希求している、という大前提が遠藤の文学には存在し

ている。しかしそれは、西洋のキリスト教世界における唯一絶対なる一者（裁神）ではな

いことを遠藤は体験的に（遠藤の「母」への裏切りから思慕という個人的体験、またかく

れ切支丹の歴史への共感）自覚した。日本的汎神世界に生きる遠藤が希望するのは、無限

な赦し、愛、そしてその大いなる働きに抱擁されたいという感覚であり、その世界に啓示

された神はそれを赦す、裏切り者の痛みに寄り添い、共に生きる神であった。遠藤が提示

する「母なるもの」は、日本的汎神世界における「直接経験」 に基づいた感覚、神秘的
25

経験 から導き出された宗教言語である。自らの体験において、自然の中に神(unio mystica)

の恩寵を視、神の息吹に触れ、抱擁される一体感を表現した言葉である。つまり 「母な、

るもの」とは聖なるものの体験が言語化されたヌミノーゼである。この魂の領域において

は、いかなるフェミニズム／ジェンダー論も介入していなかったと理解できる。
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おわりに

遠藤の初期の文学は、西洋と日本という二分法に始まった。それはキリスト教の「普遍

性」が「特殊な場」において実生化させる試みであった。しかし遠藤は、西洋の文化や体

験を模範とすることではなく、日本の文化において特殊性が開花することを証明した。

「日本的汎神性」から展開した「母なるもの」という思想は、その後の遠藤の文学全体を

方向づける思想の要となった。

遠藤が日本人キリスト者に与えられた十字架として背負った「日本的汎神性」とそこに

存在する「東洋的諦念 「虚無的な感覚」の「怖ろしさ」は 「母なるもの」の思想によ」、 、

って抱擁され救済される。キリスト教の変化は常に信仰の枠組みにおいて一様ではなかっ

たし、そもそもカトリックとは 「普遍」を意味するので、日本的宗教多元性文化におい、

て還元されて言語化された「母なるもの」の思想は、地域・文化・民族・時代を超えたキ

リスト教の普遍的かつ本質的信仰を表現するものとして、大いに評価されうるものと言え

るだろう。

（はせがわ・ませ・えみ 南山宗教文化研究所非常勤研究員、

京都ノートルダム女子大学非常勤講師）


